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ドライアウトによるモ ル タル の接着強度の低下に関する研究

正会員

1．はじめに

　鉄筋コ ン クリー ト建築物の 建物自体の老朽化に伴い ，

外装に使われ て い るタイル 仕上げの剥離による落下事

故が近年問題になっ てい る。この ようなタイル仕上げ

の建築物は市街におい て も多数存在する 。 そのために

人命にまで危害を及ぼ した とい う事例まで あ り， 苦慮

するとこ ろで ある。 剥落の 原因は張り付けモ ル タル ，

下地モ ル タル 等外装材の接着弓鍍 の不足によるもの と

思われ ， この 煎 こ着目し研究を行っ た 。 その 結果 ，
これ

まで の実験　
1・　2・　3）にお い て以下に示す，

1） 外装の仕上げタイ ル を張 り付けて も，接謝 鍍 の

　　低下には影響を及ぼさない 。

2） 下地モ ル タル の 塗 り付 け時に風 が当たる こ とに よ

　　っ て表面か らドライア ウトが生 じ，接謝 鍍 が低

　　下する。

3） ポ リマ ー混入モ ル タル 下地 の 方がプ レーンモ ル タ

　　ル 下地を使用する場合よりも風による接着弓鍍 の

　　低下が少なく，風が当たることによるモ ル タル の

　　ドライア ウトが接着弓鍍 の低下の原因で あり，そ

　　れ を防ぐこ とに よ り所定の接謝 鍍 が得られ る。

4） ポ リマ
ー混入 モ ル タル の 使用が接着強度の低下抑

　　止に有効である。

などが明らか とな っ た。

○松田　忠広＊1　 同　平居　孝之＊2　　同　佐藤　嘉日砂3

　　　　　　　　 同　大谷　俊浩＊4　　同　清原　千鶴ぢ

　　　　以上 の こ とか ら， 本研究で は ， さらに養生中に風 の

　　　当たる期間を変え， そ の こ とがモ ル タル の接着強度に

　　　どの よ うな影響を及 ぼすの か，風が当たる場合と当た

　　　らない場合とでは養生中の モ ル タル の水分の蒸発にど

　　　の ような差を生 じるの か ， また風 が当たることによっ

　　　て プ レ
ー

ン モ ル タル とポリマ
ー混入モ ル タル には水分

　　　の蒸発に どの ような違いがあるの かを調査した。以下

　　　はその報告である。

2．試験方法

2．1 接着強度試験

　表 1 に示す材料を用い て ， 調合 （質量比）がセ メ ン

ト：砂 ：水：保水剤＝1：25 ：0．53：0．002の モ ル タル （プ レ
ー

ン モ ル タル は水道水 ，
ポ リマ

ー混入モ ル タル はポ リマ

ー水 3倍希釈液をそれぞれ使用）を 18  （下，中，上

表 1 使用材料

セメン ト 普通ボル トラン ドセ メン ト

砂 大分産川砂 ：山砂 ＝ 2：1

混和材 SBR 系，　EVA 系ポリマ
ー

水 上 水道水

コ ン クリ
ー

ト板 道路U字側溝蓋

保水剤 メチ ル セ ル ロ
ー

ス

ガラス 板 15x15cm ，厚さ8mm

吸水調整材 EVA 系プライマ
ー

　　　　　 ＊N 。．7は下 塗りおよび上塗 り後24，48および72時間で 水を散布する条件も設 定

［：コ　風 無し　　　　　　　靂萋蠶　1．5mfs 　　　　　　幽 　3．Om／s

No，1No

，2No

、3No

．4No

．5670

　

0NN

　 0　　　 　　 3

（下 塗 り）

4 　 14　　 　15

（中塗りX上 塗り）

図 1 養生条件
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表 2 表面養生材として使用した薬剤

・酢酸ビニ ル
・ビニ ルバーサテ

ー
ト

・アクリル 酸ブチル ・ス チレン

・ポリアクリル 酸エ ステル
・バ イオポリマ ー

・クロ ロブレン

・酢酸ビニ ル ・ビニ ル バー
サテ

ー
トア クリル 共重合体

塗 略 6  ）の厚 さで ， 下塗 りモ ル タル 塗 り付け直前

にプラオマ
ー3 倍水希釈液を 1509tm2塗布 し 3 時間 の

）d− 一プ ン タイ ム をとる，あるい は水湿 しによ り十分吸

水 させ表面の浮き水を除去した コ ン クリー ト板に塗 り

付けた供試体を作製した
。 供試体は ， 図 1 の よ うに風

無 し （閉め切 っ た屋内に置い た場合）お よび扇風機 を

用い て風を当てた 7 種類の異なる環境下で養生を行い，

養生期間の 終了後 ， 建研式接着力試験器 によりそれぞ

れ の供試体に つ い て モ ル タル の接着強度を測定した 。

また，下塗 りと上塗 りの モ ル タル の塗り付けか ら 24，

48，72時間後に表面に水を散布 した場合につ い ても同

様の 方法によ り接着強度を測定 した。

2．2 モ ルタルの水分蒸発量測定試験

　2．1 と同仕様の プ レーン モ ル タル およびポリマ
ー混

入 モ ル タル を用い て ， ガラス 板に 6  厚で塗 り付け

た供試体を作製し，養生中に風を当て て （風無 し， 風速

1．5m／s ， 風速 3．（hn／s）1時聞毎に供試体の質量を測定 し

た。 ま た，
プ レ

ー
ン モ ル タル を塗り付けたもの につ い

て は，表 2 に示すような薬剤を表面養生材として施工

性が良くなるよ うに水で希釈したもの を，モ ル タル 塗

り付けか ら 1時間後に各供試体の表面に塗布 したもの

も作製し
， 同様に風 を当て て 1 時間毎に質量 を測定し

た 。 測定は閉め切っ た室 内で行 っ た。

3．試験結果と考察

3．1 接着強度試験

　モ ル タル の表面処理 の違い による接着強度を比較 し

たもの が 図 2 で ある 。
モ ル タル 表面に何もしない 場合

の 接謝 鍍 に比 べ ると，表面に水を散布 した場合は接

着強 度が大きい
。

　養生中に風 を当て る期間の違い に よる接着弓鍍 を比

較した もの を図 3に示すし養生 中に風 eg　1．5rnfsと3．〔）mfs

の 2 種類の 異なる風を当てた場合の い ずれ の 接着強度

も，供試体作製後 4 日目か ら風を当て た場合の もの に
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表3 接着強度の 比較

項 目 条件
妾着強度
（MPa ）

プライマ ー塗布 O，49コ ン クリート板

表面処理 の 違い 水湿 し 0．20

SBR モ ルタル 0．70
モ ル タル の 種類

　　の 違い
EVA モ ルタル O．82

プレーンモ ル タル 0．49

風無し 0．97

風速の違い 風速 1．5m ／s 0，70

風速aOm ／s O．49

100

　 80

耄
咽 60

Q4e

　 20

0

100

つ い ては ， 風無しの場合の もの に比べ ると大きな差は

ない。しか し，供試体に 0 日〜3 日目 （下塗りモ ル タル

塗 り付け後か ら最初の 3 日間）および，15 日
〜18 日目

（上塗りモ ル タル 塗 り付け後か ら最初の 3 日間）まで

風を当て た場合は接着強度が小 さくなっ て い る。

　その他の接着強度試験の結果を表 3 に示す』 コ ン ク

リ
ー一

ト板の表面処理の違いによる接謝鍍 を比較する

と
，
プライ マ

ー
を塗布 したもの の 方が水湿 しをし たも

の に比 べ ると大きい。ポ リマ
ー混入モ ル タル とプ レ

ー

ン モ ル タル の接着強度を比較する と， どちらの ポ リマ

ー混入モ ル タル もプ レー
ン モ ル タル の もの よりも大き

くなっ てい る。養生 中の風速の違い による接着強度を

比 べ た場合は ， 風速が大きいほ ど値は小 さくなっ てい

る こ とが明らか である。 表 3 に示 す傾向は，こ れまで

の試験結果 と同様の もの であ り，それ らを追認できた

と言える。

3．2 水分蒸発量測定試験

　ガラス 板に塗り付けたプ レ
ーンモ ル タル に風を当て

た場合の モ ル タル 中の水分蒸発量を比較 したもの が図

4 である。それぞれの供試体作製直後にお けるモ ル タ

ル の 水分量に対する相対比 として水分蒸発量を求めて

い る。いずれも風を当て た ときか ら水分の蒸発が多く

な っ て お り，風速が大きい もの ほ どそ の傾向が顕著で

ある 。

　モ ル タル 表面に表面養生材を塗布した場合と表面処

理 しない場合の モ ル タル の水分蒸発量を比較 したもの

を表 4 に 示す。 表中の 数値は ， それぞれの 表面養生材

を塗布した時煦で の モ ル タル の水分の 量を 100％ とし

て ，9時間後の 水分蒸発量を表した もの である。 薬剤を

塗布 した場合としな い 場合とで は，水分の蒸発量に差
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供試鉢作製後4時間か ら
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送風　 12　　　　 24 　　　　 36
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図 4 プレーンモ ル タル の 水分蒸発景

表 4 表面養 生材による水分蒸発量 の 違い

　　　　　　　　　　（供試体作製 9 時間後

48

単位：％〉

季
節

薬剤の 種類
養生中の 風速 （m ／s）

無 1．53 ．0

無処理 44．64 η ．1185 」7

ポリァクリル酸エ ス テ ル 46．1769 ．5482 ．77
秋

クロ ロプレン 42．6168 ．2283 ．60
バ イオポリマ ー 47．2663 ．6085 ．11

無 処 理 9．2236 ．4070 ，37
水散布 15，5039 ．8669 ．83

冬

　 酢酸ビニ ル ・

ビニ ル バ ーサ テ
ー

ト
13，4632 ．4272 ．58

　 酢酸ビニ ル ・

ビニ ル バ ー
サテ

ー
ト

ア ク リル 共 重 合体

12．5235 。40 フ1．72

ア クリル 酸ブチ ル ・
ス チ レン 13、444t4969 ．52
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はほとん どなか っ た 。 表 5 に示す薬剤に関しては ，
モ

ル タル の 養生中に当たる風に よる ドライ ア ウ ト防止 の

効果につ い て ，今回の試験におい ては有効な結果は得

られなか っ た。 なお ， 冬よ り秋の方が水分の蒸発量は

多か っ た。

　プ レーン モ ル タル とポ リマ ー混入モ ル タル の水分蒸

発量の違い を比較 したもの が図 5 で ある。風無 しで は

いずれ の場合で も水分の蒸発量に差はない が ， 風が当

たるとプ レーンモ ル タル はポ リマ
ー混入 モ ル タル に 比

べ て 水分の蒸発量が多い。これ らよ り，養生中に風が

当た る場合は ， ポリマ
ー

混入 モ ル タル の方がプ レ
ー

ン

モ ル タル よ りも水分の 蒸発が少 ない こ とが言える。

4．結論

　養生 中に風が当た る期間の違い がモ ル タル の 接着強

度お よび 水分蒸発量に 及ぼす影響， また風が当たること

によるプ レ
ー

ンモ ル タル およびポリマ
ー

混入 モ ル タル の

水分蒸発量の 違い にっ い て実験を行っ た 。

　そ の結果，モ ル タル は養生中に風を当て ない場合 と，

下塗りおよび上塗 りモ ル タル 塗 り付け後 4 日目か ら風

を当てた場 合とでは接着強度にそれ ほど大きな差はな

い が，モ ル タノ唖 塾り付け後か ら最初の 3 日間風を当て

た場合に低下 して い る こ とが分か っ た。

　また，水分の蒸発を抑 えるような表面養生材 として

有効な薬剤は，今回は見つ けるこ とはで きなか っ た 。

　以上の こ とよ り，
モ ル タル の 接着弓鍍 低下 の 原因 と

して は，モ ル タル塗 り付け後最初の数 日間に当た る風

が モ ル タル の ドライアウ トに大きな影響を及ぼして ，

接謝 鍍 の低下を生 じ させ て い る と考えられ る。こ の

ため現場で施工する際には，塗 り付け後早期にモ ル タ

ル に風 が当らない ようにすれば接謝 鍍 の 低下を抑止

する の に有効で あ る と思われる。また，養生中にモ ル

タル に風 が当た るような環境下にお い ては ， ポリマ
ー

混入 モ ル タル を下地モ ル タル として使N する こ とは，

プ レ
ー

ン モ ル タル に比 べ て 水分の 蒸発が少 なく ドライ

ア ウトの 防止 に効果的で ある。
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　　図 5 モ ルタルの 種類による水分蒸発量の違い
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